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1.はじめに
 研究に際して（動機）

・「寿司」…日本人にとって馴染み深い

・「寿司」に対しての特別な感情

「安くて美味しい」寿司が食べられる環境が現状に

比較してより一層整うことは、消費者にとって

望ましいのでは？
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 本研究の基底問題意識と対象の限定

・「寿司」業界全体の衰退（業界レベル）、あるいは

個別企業ないしは店舗が経営危機に陥った時（個別

企業レベル）

体力のない企業・店舗は他企業・他店舗との競争

どころか企業そのものの維持すらままならない

・競争優位の創出・維持を目指すための分析対象

「回転寿司」に限定する

1.はじめに
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 ２０１０年回転寿司 売上高 ランキング

2.回転寿司業界の寡占分析

会社名(店舗名) 売上高(単位：億円)

(株)カッパ・クリエイト(かっぱ寿司) ８７６

(株)あきんどスシロー(スシロー) ８１９

(株)くらコーポレーション(無添くら寿司) ７０８

４ (株)元気寿司(元気寿司) ２２５

５ (株)RDC(がってん寿司) １８６

６ (株)銚子丸(銚子丸) １７３

７ (株)ジーテイスト(平禄寿司) １７１

８ (株)はま寿司(はま寿司) ６９

(出所：各社有価証券報告書・『日経MJトレンド情報源2011』を参考に作成）

上位３社は
１００円寿司
が占める
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2.回転寿司業界の寡占分析
単位：億円

回転寿司業界売
上上位４社※１
合計値

回転寿司業界
総売上 合計値

6年間平均で
業界集中度は
５２．８％

※1
(株)あきんどｽｼﾛｰ
(株)かっぱｸﾘｴｲﾄ
(株)くらｺｰﾎﾟﾚｰｼｮﾝ
(株)元気寿司６



 寡占の認定基準（ベインの基準に依拠）

・寡占Ⅰa型：上位４社により業界のほとんどを支配
（極高位集中型）

・寡占Ⅰb型：上位４社業界集中度が８０％以上
（極高位集中型）

・寡占Ⅱ 型：上位４社界集中度、６５から７５％、８社業界集中度
８５から９５％ （高位集中型）

・寡占Ⅲ 型：上位４社業界集中度、５０から６５％、８社業界集中度
７０から８５％ （中位以上集中型）

・寡占Ⅳ 型：上位４社業界集中度、３５から５０％、８社業界集中度
４５から７０％ （中位以下集中型）

・寡占Ⅴ 型：上位４社業界集中度、３５％未満、８社業界集中度、
４５％未満 （低位集中型）

（出所：八田英二・井手秀樹（編） 『寡占産業の経済学』 勁草書房、1989年9月、p.7）

回転寿司市場
では「寡占Ⅲ型」
に該当する

2.回転寿司業界の寡占分析
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2.回転寿司業界の寡占分析
単位：
億円

※2
(株)あきんど
スシロー

(株)かっぱ
クリエイト

(株)くら
コーポ
レーション

１００円寿司上位３社
だけでも業界集中度
は４６．１％を占める

回転寿司業界
総売上 合計値

１００円寿司
3社※２売上
合計値



 分析対象の企業の選定

・以下の４つの理由の下で…

回転寿司業界で競争優位の創出・維持を目指すための

戦略を

(株)あきんどスシロー
（以下：スシローと表記）
のケースから考察

・顧客満足度２００９年第１位（外食業界）獲得

・１００円寿司として市場展開

・「品質（ネタの良さ）」追求

・本の出版をはじめ、メディアを通じた情報公開

3.回転寿司業界の戦略
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3.回転寿司業界の戦略

VVRIO分析
（バーニーに依拠）

視
点

SWOT分析

３C分析のレイヤー

５Force分析のレイ
ヤー

（ポーターに依拠）

マクロ

S W

ミクロ

O T

S:強み、W：弱み
を導き出す

外部 内部

O：機会、T：脅威を
導きだす
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Ⅳ

 ５Force分析結果から業界内の競争が起こる最大要因を

導き出す

3.回転寿司業界の戦略

顧客

回転寿司各店
・

１００円寿司

ファストフード
・

ファミリーレストラン
等

Ⅱ

Ⅲ

Ⅴ

Ⅰ

１１

生産者・
卸業者

「競合企業との
敵対関係」が

競争の起こる最大
要因になっている



 3C分析の概要図
4.3C分析・VRIO分析
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 3C分析を具体的に当てはめる（対象：スシロー）

スシローのKFS（重要な成功要因）

4.3C分析・VRIO分析

1.低価格で寿司を提供している
幅広い層に
来てもらうこと

2.高品質な寿司を提供している
味にうるさい人にも
来てもらうこと

3. 原価率を50％でやっているが、
総合管理システムの導入や
非正規雇用者(ﾊﾟｰﾄ・ｱﾙﾊﾞｲﾄ)の
職務を専門家している

コストを最低限まで
抑えることが可能
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 スシローの売りである「高品質」なネタは…

4.3C分析・VRIO分析

経済価値があるか？
（Value)

稀少か？
（Rarity)

競争劣位
（弱み）

競争均衡

一時的な
競争優位

持続的な
競争優位

優
位
性

小

大

No

No

Yes

Yes

Yes

Yes・No 資源が成果に
つながるか否かの
判断が可能

一時的な
競争優位

模範困難か？
（Inimitability）

組織は適切か？
（Oｒganization)

組織が適切であるため
スシローの持つ資源は

成果（売上・評価）として表れている

Yes・No

Yes

Yes

No



 環境分析の結果を４つの視点で網羅的に整理する

5.SWOT分析

○強み(Strength)

・高品質(原価率)・低価格(１００円)
を実現している

・独自の流通チャネルを確保している
・外食業界部門顧客満足度１位を獲得
・「総合管理システム」の導入により

廃棄を最小限に抑えられる

○弱み(Weakness)

・設備投資に対して消極的
・原価率が高く、利益が出にくい
・安全基準が見えにくいこと

○機会(Opportunities)

・規模の経済が働くため、既存企業は
新規参入企業よりも優位

・同業界（１００円寿司）の
顧客の切替費用が低い

○脅威(Threats)

・同価格帯の外食産業が多数存在
・撤退障壁が高い
・マグロの漁獲高規制

①

②



①弱みを業界の機会にかえる

②脅威を自社の強みにかえる

6.(株)あきんどスシロー型企業への提案

打ち手を検討し、スシロー型企業
に対して提案・提出
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① AR（拡張現実）技術の導入

6.(株)あきんどスシロー型企業への提案

「産地」
「収穫した現場の様子」
「鮮度」
「放射性物質の含有量」
などの莫大な情報量を
いつでも確認できる

近年敏感になっている「食の安心・安全」という
社会的な要請に対応することができる
１８



② 解体ショーの開催

6.(株)あきんどスシロー型企業への提案

1皿100円という
価格をキープしながら
各店舗で解体ショーを
開催にすることに
より、シェア獲得の
モーメントにする
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 結論

・外部・内部環境の分析の結果

「持続的な競争優位」の創出…困難

・現在のスシロー

「一時的な競争優位」を獲得

更なる「一時的な競争優位」を
創出できる戦略を生み出し続け、
生き残りをはかるべきと考える

7.まとめ
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結論
持続的な競争優位

の創出

一時的な競争優位
の創出（外部・内部環境の分析の結果）

「持続的な競争優位」の創出
…困難

（現在のスシロー）
「一時的な競争優位」を獲得

7.まとめ
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